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「デジタルデンティストリーの現在地と将来展望」
丸尾勝一郎

近年のデジタルの進歩は目覚ましく、歯科領域においても補綴装置製作のためのCAD/CAMシステムが
導入されて以来、デジタルの恩恵を受ける分野は拡大の一途を辿っている。さらに、口腔内スキャナを
用いることで、これまでの間接修復（インレー・アンレー・クラウン・ブリッジ）においては患者の負
担軽減のみならず、材料などのコストの削減・チェアタイムの短縮・技工作業時間の効率化など様々な
恩恵を受ける。インプラント治療においては、上部構造やアバットメントの製作のみならず、埋入シ
ミュレーションを含む診査・診断からインプラントの埋入手術にいたるまでデジタルとの親和性が高く、
現在ではフルデジタルによる治療の完結が可能となった。
しかしながら、口腔内スキャナはまだ高額であることから導入障壁は決して低くなくそのコストパ

フォーマンスに疑問を感じる歯科医師も多い。また口腔内スキャナを最大限に活用するためには、デジ
タル特有のコツや注意点も存在する。
本講演では、以下の項目についてできるだけわかりやすく解説していきたい。

− デジタルワークフローの基本的な流れ
− デジタル化で「できること」と「できないこと」
− 口腔内スキャナを用いた実際の臨床例
− 口腔内スキャナを「いつ」「どれ」を買うか
− 口腔内スキャナのコストパフォーマンス
− 口腔内スキャナを用いる際のコツや注意事項
− 口腔内スキャナ以外のデジタル機器の導入ガイド
− デジタルを用いたこれからの歯科医療
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「審美修復治療を成功に導くコミュニケーションと実際」
西山英史・高橋健先生

審美修復治療の“成功”とは、術者が持つ審美基準を達成することだけではなく、患者の希望をかた
ちとして表現するとともに、最小限の侵襲によって「審美」、「機能」、「構造」、「生体との調和」
を長期的に安定させることである。

演者らは、その“成功”を得るためには、歯科医師、歯科技工士の円滑なパートナーシップ、そして
両者による共通したゴール設定、さらにそれを患者と共有した上で治療を遂行することが非常に重要で
あると考えている。

本講演では、我々が考える治療計画立案における情報共有のあり方を解説するとともに、治療のStep 
by Stepについて臨床例を通して歯科医師、歯科技工士それぞれの立場から意見を出し合いディスカッ
ションし、またCAD/CAMを活用したコミュニケーションと実際について紹介する。


